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議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例

提出者　　岡田　隆行

賛成者　　丸山　恵二、宮嵜　光一、阪東　佐智男、野瀬　欣　、山田　裕康、山田　充、小森　正彦

　
提
案
理
由岡

田
　
隆
行
　

　
以
前
、
住
民
の
減
少
が

非
常
に
大
き
く
、
定
数

削
減
に
つ
い
て
、
他
の

議
員
と
も
相
談
し
た
が
、

そ
の
時
は
ま
だ
議
論
が

出
尽
く
し
て
な
い
の
で
は

と
い
う
指
摘
も
受
け
、

い
っ
た
ん
保
留
し
た
。

　
今
回
、
急
で
は
あ
っ
た

が
、
町
民
か
ら
、
議
会
が

出
さ
な
け
れ
ば
、
私
た
ち

か
ら
出
し
て
も
い
い
と
い

う
厳
し
い
意
見
が
あ
り
、

議
会
か
ら
提
出
し
た
い
と

考
え
た
。
多
賀
町
に
お
い

て
も
定
数
削
減
が
可
決

さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
昨
年
４
月

に
過
疎
指
定
さ
れ
、
県
下

で
も
一
番
人
口
流
出
が
激

し
い
。
現
数
11
人
だ
が
、

活
発
な
意
見
討
議
も
で
き

て
い
る
た
め
、
10
人
に

減
ら
し
て
も
問
題
は
な
い

と
考
え
る
。

　
反
　
対

木
村　

修　

　

定
数
削
減
よ
り
も
議
員

報
酬
を
削
減
し
た
ほ
う
が

い
い
と
考
え
る
。
平
成

20
年
に
は
、
13
个
字
中

10
个
字
の
議
員
が
い
た
。

そ
の
後
、
８
个
字
に
減
り
、

今
現
在
は
６
个
字
に
な
っ

た
。
定
数
削
減
で
10
人

に
な
る
と
、
私
の
考
え

で
は
、
立
候
補
者
が
出
な

く
な
る
字
が
数
个
字
出
て

く
る
よ
う
に
思
う
。
人
口

６
，
０
０
０
人
を
切
っ
た

こ
ろ
に
定
数
削
減
を
考
え

た
ら
い
い
と
思
う
。
今

で
は
な
い
。
定
数
削
減
に

よ
り
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
の
低
下
、
議
員
選
出

の
字
の
偏
り
が
で
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　
反
　
対

西
澤　

伸
明　

　

住
民
の
多
様
な
要
望
・

意
見
を
切
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
議
員

報
酬
を
引
き
上
げ
、
や
る

気
の
あ
る
少
数
精
鋭
で
と

の
議
論
も
あ
っ
た
が
、
選

挙
で
や
る
気
の
あ
る
町
民

が
当
選
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
ま
た
、
女
性
議
員
の

誕
生
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
定
数
を
減
ら
せ
ば
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る
。

　

時
期
の
問
題
も
あ
る
。

来
年
の
１
月
の
改
選
を

目
指
し
て
、
動
き
が
始
ま

っ
て
い
る
時
期
に
定
数
削

減
を
提
案
す
る
の
は
、

「
門
戸
を
狭
め
る
狙
い
あ

り
か
」
と
疑
わ
れ
、
提
案

そ
の
も
の
に
道
理
が
感
じ

ら
れ
な
い
。

　
反
　
対阪

東　

佐
智
男　

　

定
数
削
減
に
つ
い
て

異
論
は
な
い
の
で
、
委
員

会
で
は
賛
成
し
た
が
、

報
酬
と
セ
ッ
ト
に
し
た

ほ
う
が
良
い
。
今
、
定
数

削
減
す
る
と
住
民
か
ら

「
よ
く
や
っ
た
」
と
褒
め

て
い
た
だ
け
る
と
思
う

が
、
逆
に
次
の
議
会
で

報
酬
上
げ
さ
せ
て
く
だ
さ

い
と
な
る
と
お
叱
り
を

受
け
る
の
で
は
な
い
か
。

定
数
と
報
酬
は
、
し
っ
か

り
見
て
い
っ
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
。

討
　
　
　
論

２削減を可決２削減を可決２削減を可決 条例
改正
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　６月14日、議員発議による議員定数を現行の12人から10人に減らす条例改正は、賛成多数により可決。

　令和５年７月１日から施行し、この条例の施行の日以後初めてその期日を告示される一般選挙から適用。

 賛成６　丸山、宮嵜、野瀬、山田裕、岡田、小森　　　反対３　西澤、木村、阪東　　　欠席　山田充

　
賛
　
成

宮
嵜　

光
一　

　

令
和
４
年
４
月
に
は

「
過
疎
指
定
」
さ
れ
、

残
念
な
が
ら
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

い
実
情
で
あ
る
。

　

多
賀
町
は
、
令
和
５
年

１
月
１
日
施
行
で
、
議
員

定
数
10
人
に
な
っ
た
。

多
賀
町
よ
り
も
人
口
が

少
な
い
本
町
に
お
い
て
、

定
数
削
減
は
避
け
て
通

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

定
数
削
減
に
よ
る
議
会

機
能
の
低
下
を
危
惧
す
る

声
も
あ
る
が
、
議
員
間
の

資
質
向
上
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
自
由
か
っ
達

な
討
議
や
、
監
視
機
能
は

維
持
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　
賛
　
成

野
瀬　

欣　
　

　

本
町
は
、
滋
賀
県
で

一
番
小
さ
い
｟
人
口
が
少

な
い
｠
町
で
あ
る
。
ゆ
く

ゆ
く
は
議
員
定
数
を
削
減

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

時
期
が
来
る
と
思
う
。
そ

れ
が
今
か
ど
う
か
と
い
う

議
論
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

議
案
が
出
た
時
点
で
結
論

を
出
さ
な
い
と
ず
る
ず
る

い
っ
て
し
ま
う
と
思
う
。

　
賛
　
成

山
田　

裕
康　

　

本
町
は
人
口
減
少
が
一

番
激
し
く
、
６
，
０
０
０

人
を
割
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
に
き
て
い
る
。
大
き
い

町
で
も
14
人
か
ら
12
人
に

減
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
人
口
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
止
め
て
い

き
、
定
数
も
減
ら
す
こ
と

も
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
賛
　
成

小
森　

正
彦　

　

定
数
12
人
の
と
こ
ろ
に

10
人
し
か
集
ま
ら
な
い
、

そ
こ
に
２
人
空
い
て
い
る

か
ら
と
言
っ
て
、
報
酬
が

欲
し
い
が
た
め
に
議
員
に

な
ろ
う
と
い
う
人
が
増

え
て
き
た
と
き
、
そ
ん

な
人
達
に
本
町
を
任
せ

て
は
い
け
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
。
や
る
気

の
あ
る
10
人
に
本
町
の

た
め
に
働
い
て
も
ら
い

た
い
。

　

報
酬
の
増
減
の
話
も

出
て
い
た
が
、
現
時
点
で

文
句
や
不
平
が
出
て
い
な

い
の
で
、
報
酬
を
さ
わ
る

必
要
は
な
い
。
職
員
の

給
料
は
下
げ
て
、
議
員
の

給
料
を
上
げ
る
と
い
う

意
見
は
お
か
し
い
と
思
う
。

報
酬
は
そ
の
ま
ま
で
定
数

削
減
に
賛
成
で
あ
る
。

　
賛
　
成

丸
山　

恵
二　

　

県
内
で
は
６
つ
の
町

だ
け
に
な
っ
た
が
、
人
口

は
愛
荘
町
や
日
野
町
で
は

２
万
人
以
上
、
竜
王
町
で

は
１
万
人
以
上
で
あ
り
、

犬
上
３
町
に
関
し
て
は
、

早
く
か
ら
１
万
人
を
切
っ

て
い
る
。
人
口
減
少
し
て

い
る
か
ら
議
員
を
減
ら
す

の
で
は
な
く
、
そ
う
い
う

時
期
が
来
た
と
思
う
。

次の町議選から

定数10人に 議員定数議員定数議員定数
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補聴器購入助成補聴器購入助成

申請者増加により、４万円×15人分を補正

60万円増額60万円増額 800万円増額800万円増額

農業経営継続緊急支援
事業補助金

農業経営継続緊急支援
事業補助金

燃料高騰や資材高騰などによる農家経営への

支援として、水稲作付面積10アールあたり

2,000円の補助

ため池整備事業ため池整備事業

若宮溜洪水吐漏水対策工事（池寺）

450万円増額450万円増額 511万円増額511万円増額

せせらぎの里こうら管理事業せせらぎの里こうら管理事業

インボイス対応、また来客増へ対応する

ため、セミセルフ方式のレジシステムの導入

費用

令和５年度　一般会計補正予算（第１号）

６月
議会注目注目注目 事業事業

可決
補正額　8,083万円　補正後予算額　39億6,158万円
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384万円

734万円

議長議　員　名

賛否がわかれたもの

令和５年６月定例会 ６月５日～６月14日

審議結果

報　　告

令和４年度繰越明許費繰越計算書について（一般会計予算）

専決処分の報告について

令和５年第５回臨時会 ７月３日

全　　員　　賛　　成　（山田充議員欠席）

令和５年度　一般会計補正予算（第２号）

全　　員　　賛　　成　（山田充議員欠席）

専決処分につき、承認を求めることについて 

(税条例の一部を改正する条例、介護保険条例の一部を改正する条例、令和４年度墓地公園事業特別会計補正予算(第3号))

税条例の一部を改正する条例

子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例

令和５年度　一般会計補正予算（第１号）

令和５年度　下水道事業会計補正予算（第１号）

令和５年度　水道事業会計補正予算（第１号）

農業委員会の委員の任命につき、同意を求めることについて

　　松居敏弘氏（在士）、若松嘉一氏（下之郷）、北川勝氏（尼子）、古川俊雄氏（尼子）、建部聖子氏（小川原）、

　　北川茂樹氏（小川原）、上田勝氏（北落）、鋒山二三男氏（金屋）、若林平男氏（正楽寺）、谷口栄治氏（池寺）、

　　大橋德文氏（長寺）、山﨑佳七氏（長寺）、宮尾綾子氏（法養寺）、奥野浩義氏（横関）

議会改革調査・検討特別委員会設置目的追加に関する決議（案）

専決処分につき、承認を求めることについて

（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分につき、承認を求めることについて

（令和４年度一般会計補正予算（第12号)）

議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例（案） 

〇

〇

〇

〇

〇

〇

欠

欠

欠

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

－

－

－

結果

承認

可決

【賛成は〇、反対は●、議長は可否同数の場合のみ採決に加わる】

令和５年度　一般会計補正予算（第２号）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で対応
・図書カード交付事業

町内在住の中学３年生までのこどもへ、一人につき図書カード（5,000円分）を交付

・コロナ禍における消費者への支援
町内の子育て世帯（22才以下）に米20キロを配布

可決
補正額　1,118万円　補正後予算額　39億7,277万円
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◎印の質問を掲載しています。◎印の質問を掲載しています。

ページ 質問事項 質問議員

7

8

9

10

11

丸山　恵二
まるやま　　けい じ

木村　　修
 き むら　　　  おさむ

岡田　隆行
おか だ　 　たかゆき

西澤　伸明
にしざわ　　のぶあき

山田　裕康
やま だ 　　ひろやす

一
質
般
問
町政のここが知りたい！

聞きたい！
町政のここが知りたい！

聞きたい！
　一般質問とは、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもとに、
町長などに方針を問うものです。

◎企業誘致の募集の進捗状況について

◎犬上川の福寿橋の上の工事について

・交通税、負担金、補助金について

◎本町の公共交通の検討について

◎教育行政について

◎基幹産業である農業の活性化と深刻な過疎化による移住定住推進に

向けた取組について

◎改正児童福祉法についてと今後の本町の対応は

・改正道交法による自転車乗車時のヘルメット着用の努力義務について

・不適切保育について

◎AED設置について

・くらし応援・子育て応援の課題をどう取り組むか

・ゴミの減量について

・町長の「町のイメージを消したい」発言とは

◎税金等の適切な管理について

◎甲良町総合公園の運営状況を問う

・住宅新築資金の裁判における矛盾点を問う

・元職員の裁判で行政が負けたことに対して問う

◎肥料の高騰が続いているが、今年度の対応策は
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産業集積地

福寿橋付近の道路

丸山　恵二 議員

て
い
お
に
査
調
積
地

の
ら
か
線
号
７
０
３
道
国

地
有
町
で
部
一
の
路
入
進

が
積
面
と
所
箇
い
な
で

。
る
あ
で
況
状
た
し
定
確

に
致
誘
業
企
め
た
の
そ

と
地
有
町
は
ず
先
、
け
向

が
要
必
る
す
収
買
て
し

。
る
い
て
え
考
と
る
あ

て
い
つ
に
収
買
、
た
ま
　

る
得
を
承
了
の
区
寺
池
は

を
議
協
め
た
る
あ
が
要
必

、
は
て
し
と
町
。
る
め
進

続
持
、
画
計
合
総
次
４
第

て
い
お
に
画
計
展
発
的

し
と
る
め
進
を
致
誘
業
企

、
も
ら
か
と
こ
る
い
て

点
重
き
続
き
引
も
後
今

。
く
い
て
め
進
て
し
と
策
施

度
年
４
和
令
は
に
県

、
り
お
て
し
望
要
ら
か
初
当

で
頭
口
と
る
す
施
実
次
順

て
れ
倒
ら
か
方
の
奥
、
が

す
押
ら
か
後
た
ま
、
て
き

が
竹
で
形
な
う
よ
う
い
と

。
る
あ
で
況
状
る
く
て
れ
倒

き
引
も
後
今
、
め
た
の
そ

応
対
に
急
早
に
県
、
き
続

を
望
要
く
強
う
よ
る
す

一般質問一般質問
 

く
い
て
し
望
要
く
強
に
県
を
応
対
な
急
早

進入路の一部で町有地でない箇所と
　　　　　　　　　　　面積が確定した

企業誘致の進捗状況は企業誘致の進捗状況は
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、
前
寺
憲
長
寺
長

、
前
ス
ウ
ハ
根
の
草
落
北

館
民
公
い
あ
れ
ふ
郷
之
下

ク
タ
り
の
愛
。
い
多
が
前

１
約
が
額
算
決

，

０
０
０

が
金
助
補
庫
国
、
で
円
万

、
円
万
０
０
５
の
分
半
約

が
担
負
質
実
の
費
単
町

。
る
あ
で
円
万
０
０
５

が
者
用
利
は
年
数
こ
こ

、
り
お
て
し
加
増
に
調
堅

べ
す
続
継
は
て
い
お
に
町

。
る
い
て
え
考
と
の
も
き

望
要
う
よ
い
す
や
し
用
利

を
方
り
在
ら
が
な
き
聞
を

ス
バ
国
湖
。
く
い
て
え
考

１
ら
か
町
、
は

，

０
０
０

、
で
助
補
の
後
前
円
万

円
万
０
０
１
に
町
ら
か
県

。
る
あ
が
金
助
補
の
後
前

を
通
交
共
公
て
し
と
政
行

、
り
あ
も
任
責
る
せ
さ
持
維

に
線
目
民
町
き
続
き
引

。
い
た
き
い
て
し

離
分
下
上
の
道
鉄
江
近
　

の
車
列
の
上
、
は
と
式
方

、
有
保
の
設
施
の
下
、
行
運

の
々
別
を
下
と
上
の
こ

を
と
こ
う
行
が
者
業
事

。
う
言

 

両
、
は
員
教
門
専

名
２
に
れ
ぞ
れ
そ
校
学
小

。
る
い
て
し
置
配
を

月

45

間
時
務
勤
過
超
が
間
時

で
限
上
の
間
時
安
目
の

。
る
あ

務
勤
過
超
均
平

校
学
小
東
、
は
間
時

約
43

校
学
小
西
、
間
時

約
68
時

校
学
中
、
間

約
49

、
で
間
時。

る
あ
も
情
事
内
校

ン
メ
ル
フ
は
初
当
月
４
　

が
み
休
な
的
期
長
、
が

て
し
探
を
生
先
る
い
て

な
ら
な
ば
れ
け
な
し
充
補

こ
う
い
と
を
職
理
管
。
い

と
に
一
第
、
が
る
あ
も
と

。
い
な
え
考
は

 

員
教
、
は
額
整
調
職
教

外
間
時
、
は
に
方
き
働
の

さ
ふ
は
給
支
の
当
手
務
勤

の
そ
、
め
た
い
な
く
し
わ

の
額
月
料
給
に
り
わ
代

て
し
給
支
に
律
一
を
％
４

。
る
い

 

昭
、
し
か
し

和
41

の
年

れ
さ
出
算
ら
か
態
実
務
勤

に
態
実
で
の
な
の
も
た

も
て
し
と
国
、
ず
わ
合

こ
と
る
い
て
れ
さ
論
議
今

待
期
を
革
改
、
り
あ
で
ろ

。
る
す

木村　修 議員

一般質問一般質問
 

、
で
の
も
る
わ
代
に
当
手
務
勤
外
間
時

中
論
議
で
国

　 利用しやすいように要望を聞きながら考える

「愛のりタクシー」
の今後は

「愛のりタクシー」
の今後は

─ 8 ─
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子育て支援センター

働き教育センター甲良　収獲風景

、
は
と
携
連
福
農

で
野
分
業
農
が
者
害
障

、
じ
通
を
と
こ
る
す
躍
活

て
し
現
実
を
画
参
会
社
て

組
取
の
援
支
。
組
取
く
い

む
組
り
取
が
町
市
各

ど
子
、
は
の
る
あ
が
要
必

の
間
子
親
や
待
虐
、
は

を
ど
な
係
関
な
切
適
不

者
護
保
や
も
ど
子
た
え
抱

庭
家
も
ど
子
る
す
援
支
を

て
育
子
、
点
拠
援
支
合
総

の
者
護
保
の
児
幼
乳
や

代
世
て
育
子
、
関
機
談
相

の
子
母
の
課
祉
福
健
保

の
つ
２
の
こ
。
門
部
健
保

談
相
た
し
化
体
一
を
関
機

ン
セ
庭
家
も
ど
子
、
関
機

て
れ
さ
記
明
て
し
と
務
義

、
在
現
。
ろ
こ
と
る
い

・
も
ど
子
、
て
し
と
点
拠

　

認
公
、
ら
か
度
年
昨

談
相
は
度
年
今
、
師
理
心

。
応
対
て
し
員
増
を
員

を
援
支
な
か
細
め
き
り
よ

門
専
、
は
に
め
た
う
行

で
題
課
が
員
増
の
員
職

。
る
い
て
え
考
と
る
あ

れ
ら
え
考
が
援
支
の
グ
ン

る
あ
の
欲
意
く
働
。
る

し
探
を
手
き
働
と
者
害
障

良
甲
、
所
業
作
ぎ
ら
せ
せ

者
害
障
の
ど
な
校
学
護
養

落
集
び
及
者
業
農
定
認
と

れ
こ
。
る
れ
ら
え
考
が
グ

と
味
興
に
業
農
、
り
よ
に

の
者
害
障
つ
持
を
欲
意

、
と
保
確
の
場
の
き
働

し
少
を
足
不
材
人
の
家
農

が
と
こ
る
す
復
回
も
で

。
る
き
で
待
期

岡田　隆行 議員

 

を
制
体
進
推
の
策
施
も
ど
子

る
あ
が
要
必
く
い
て
し
討
検

一般質問一般質問

　 障害者が農業分野で
　 　　　　　　社会参画を実現していく取組

　 農福連携とは
　 どのようなものか

─ 9 ─
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が
臓
心
、
は
Ｄ
Ｅ
Ａ

を
液
血
、
し
ん
れ
い
け

、
し
対
に
臓
心
の
態
状
た

す
戻
に
ム
ズ
リ
な
常
正

る
す
有
を
能
機
の
め
た

。
る
あ
で
器
機

を
者
病
傷
の
止
停
肺
心
　

い
な
し
て
当
手
間
分
３

率
命
救
、
合
場

は
50

と
％

と
る
す
過
経
分
５
、
り
な

率
命
救

は
20

。
る
な
に
％

急
救
、
ら
か
と
こ
の
そ
　

当
手
に
先
り
よ
着
到
の
車

義
意
に
い
大
は
に
る
す
て

18

本
、
て
い
お
に
報
広

、
し
謝
深
て
い
つ
に
件

も
に
括
総
、
因
要
・
景
背

。
い
た
し
表
発
て
れ
触

 

、
は
額
損
欠
納
不
の
町

し
を
移
推
で
台
円
万
百
何

平
、
ろ
こ
と
た
い
て

成
26

１
り
な
に
度
年

，

０
０
３

わ
問
が
か
た
し
逃
見
で
何

。
る
れ

務
税
の
当
担
収
徴

、
課

計
会
の
製
調
書
算
決

、
室

、
課
務
総
の
当
担
政
財

た
し
逃
見
て
し
と
織
組

。
い
重
は
と
こ

す
関
に
件
事
服
着
金
公
　

告
報
の
会
員
委
者
三
第
る

、
制
体
収
徴
の
税
、
は
で

の
町
、
ル
ラ
モ
の
員
職

点
３
の
題
問
の
土
風
織
組

。
た
れ
さ
摘
指
が

、
に
訓
教
を
れ
こ
、
後
今
　

両
理
管
権
債
・
理
管
金
公

務
事
に
念
入
、
が
者
理
管

を
務
事
政
行
り
図
を
善
改

。
い
た
き
い
て
め
進

。
る
あ
が

度
年
４
和
令
の
署
防
消
　

と
る
よ
に
料
資
の

電
入

は
間
時
の
で
ま
着
到
ら
か７

分
28

の
と
秒

。
と
こ

、
は
況
状
置
設
の
在
現
　

共
公
ど
な
等
園
公
動
運施

設
11

設
施

に
13

。
台施

７
、
は
係
関
校
学

設

10

、
は
館
民
公
字
。
台

、
落
北
、
原
川
小
、
子
尼

落
集
５
の
関
横
、
寺
養
法

。
る
い
て
し
置
設
に

　

の
災
防
防
消
は
に
町

が
金
助
補
備
整
設
施

あに
考
参
を
町
市
の
他
、
り

。
い
た
き
い
て
し
応
対

西澤　伸明 議員

  

い
た
め
す
す
を
務
事
政
行

一般質問一般質問

他市町を参考にしながら対応したい

救急救命のために
AED設置の補助制度を
救急救命のために
AED設置の補助制度を
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だ
理
管
持
維
の
園
公

強
円
万
０
０
６
約
、
で
け

以
れ
そ
、
り
あ
が
用
費
の

も
ど
な
費
採
伐
の
木
に
外

。
る
あ

入
導
の
度
制
理
管
定
指
　

を
続
継
の
営
経
業
農

に
め
た
く
い
て
し
し
押
後

が
保
確
の
得
所
業
農
、
は

。
だ
要
必

の
材
資
産
生
き
続
き
引
　

ト
ス
コ
産
生
る
よ
に
騰
高

応
対
の
緊
喫
の
へ
大
増
の

業
農
。
る
あ
で
要
必
が

業
事
援
支
急
緊
続
継
営
経

算
予
正
補
月
６
を
金
助
補

。
上
計
に

　

業
農
、
め
含
を
町
本

を
機
転
の
体
全
の
営
経

な
は
で
の
る
あ
つ
つ
え
迎

※

る
守
を
家
農
の
町
本

。
を
策
対

山田　裕康 議員

、
が
る
い
て
し
討
検
を１

，

え
超
を
円
万
０
０
０

。
る
す
生
発
が
用
費
る

※

宣
機
危
政
財
、
は
町
本

。
る
い
て
し
発
を
言

を
費
経

な
急
早
、
え
抑

を
善
改

を
字
赤
、
て
し

。
を
力
努
く
い
て
し
く
な

指定管理制度を導入して、利用を促していきたい

町総合公園の
運営は今後
どのようにしていくのか

町総合公園の
運営は今後
どのようにしていくのか

 

て
し
用
活
を
金
付
交
時
臨
ナ
ロ
コ

上
計
に
算
予
正
補
月
６

一般質問一般質問
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９月定例会の予定
～議会を傍聴してみませんか～

なお、都合により日程

が変更になる場合がご

ざいます。

会期日程、議会会議録

などは、ホームページ

でも公開しています。

氏　名　　安澤　真梨子さん
やすざわ　    ま   り   こ

（尼子）

き

が

と

あ
78

 ● よくご覧になられますか
　発行された際は拝見しています。

 ● 感想は
　町全体でどのような取り組みがされていて
お金がどのように使われているか知ることが
でき、いいと思います。

 ● 興味のある記事は
　甲良農業と給食費無償化です。
　物価が高騰しているため、地産地消を積極的
にしていけたらいいなと思いました。

 ● 町・議会への提案
　農業復興支援、お年寄りの方に優しい環境
づくり、子育てしやすい環境づくり、子供達が
勉強しやすい環境づくりに力を入れていただき
たいです。

議会だよりへのご意見議会だよりへのご意見

VOICE
Episode.2

月　日 内　容

９月４日

６日

７日

11日

13日

14日

15日

25日

全員協議会

開会・一般質問

一般質問（予備日）

予算決算委員会

予算決算委員会

予算決算委員会（予備日）

委員会（予備日）

閉会
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